
笠間市職員の採用試験案内
○職種・採用予定数・受験資格等

職　種 試験区分 採用
予定数 年齢・資格要件

事務職

Ａ 16名
程度

次のいずれかに該当する人
①昭和58年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人
②�平成4年4月2日以降生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業、または
平成26年3月31日までに卒業見込みの人

Ｂ 2名
程度

昭和60年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた人
ただし学校教育法による高等学校、短期大学、高等専門学校を卒業、または平成26年3月31日
までに卒業見込みの人

社会人 3名
程度

次のいずれにも該当する人
①�昭和53年4月2日から平成2年4月1日までに生まれた人で、学校教育法による高等学校を卒業
した人［大学院、大学、短期大学および高等専門学校の卒業（修了）を含む］
②�基準日平成25年6月30日時点において、民間企業等に常勤職員として在職し、かつ1つの勤務
先に継続して5年以上勤務している人

土木技師 2名
程度

次のいずれかに該当する人
①昭和58年4月2日から平成4年4月1までに生まれた人
②�平成4年4月2日以降生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業、または
平成26年3月31日までに卒業見込みの人

保育士 － 1名
程度

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、保育士登録をし、かつ幼稚園教諭普通免許状を有してい
る人（平成26年3月31日までに登録・取得見込みを含む）

消
防
職

消
防
士

Ａ
4名
程度

次のいずれかに該当する人
①昭和62年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人
②�平成4年4月2日以降生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業、または
平成26年3月31日までに卒業見込みの人

Ｂ
昭和62年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた人
ただし学校教育法による高等学校、短期大学、高等専門学校を卒業、または平成26年3月31日
までに卒業見込みの人

救
急
救
命
士

Ａ

2名
程度

昭和62年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人で救急救命士の免許（平成26年4月30日
までに取得見込みを含む）を有する人

Ｂ

昭和62年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた人で救急救命士の免許（平成26年4月30日
までに取得見込みを含む）を有する人
ただし学校教育法による高等学校、短期大学、高等専門学校を卒業、または平成26年3月31日
までに卒業見込みの人

※平成26年3月31日までに保育士登録、幼稚園教諭普通免許を取得できない場合は、この試験に合格しても採用されません。
※�救急救命士を受験する人で、平成26年4月30日までに救急救命士の免許を取得見込みの人は、国家試験に合格しない場合は、この試験に合
格しても採用されません。

○受験申込手続き
（1）申込書類および採用試験実施要項の請求
　●�申込みには、次の3つの書類が必要です（所定のもの以外
は使用不可）。

　　�採用試験実施要項で内容をよく確認してお申し込みくだ
さい。

　　①申込書②自己紹介書③履歴書
　●�上記書類の配布場所
　　�本所秘書課人事給与グループ・笠間支所地域課・岩間支
所地域課・消防本部総務課

　●ホームページからダウンロードすることもできます
　　HPアドレス　http://www.city.kasama.lg.jp/
　●郵便で請求することもできます
　　�封筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書し、返信
用封筒（あて先を明記し、140円切手を貼った角2サイズ）
を必ず同封して、笠間市役所秘書課人事給与グループあ
てに送付してください。

（2）申込書類の提出
　●提出先：笠間市役所秘書課人事給与グループ
　●受付期間：平成25年7月29日（月）～平成25年8月16日（金）
　　月曜日から金曜日の午前8時30分から午後5時15分まで
　●�郵送でも受付けます（詳しくは採用試験実施要項をご覧

ください）

（3）受験料：無料
（4）その他：試験申込者には受験票を交付します。

○第1次試験
　試 験 日：平成25年9月22日（日）
　　試験会場：笠間市役所・友部公民館
　　試験内容：筆記試験・適性検査・適応性検査
　試 験 日：平成25年9月23日（月・祝）
　　試験会場：笠間市消防本部
　　試験内容：体力検査（消防職のみ）
○第2次試験
　試 験 日：平成25年10月19日（土）・20日（日）
　　試験会場：笠間市役所
　　試験内容：作文試験・集団討論・個人面接

○問合せ
　〒309－1792茨城県笠間市中央3－2－1
　笠間市役所市長公室秘書課　人事給与グループ
　℡0296-77-1101（内線551・552）
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